
話題あれこれ

去
る
令
和
２
年
11
月
13
日
㈮
、
衆
議
院
第

一
議
員
会
館
に
於
い
て
（
一
社
）
木
の
総
合
文

化
・
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
推
進
協
議
会
（
東
京
都

板
橋
区
常
盤
台
４

－

13

－

３
・
日
新
興
産
内
、

原
口
博
光
代
表
理
事
会
長
、
☎
０
３

－

３
５
５

０

－

６
３
１
１
）
の
第
４
回
要
望
活
動
発
表
会

が
、
木
の
総
合
文
化
（
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
）
を

推
進
す
る
議
員
連
盟
の
衛
藤
征
士
郎
議
連
会

長
、
太
田
昭
宏
会
長
代
行
、
吉
野
正
芳
副
会
長
、

石
田
祝
稔
共
同
幹
事
長
、
並
び
に
諸
官
庁
の
協

力
支
援
を
得
て
合
同
会
議
形
式
で
開
催
さ
れ

た
。（
本
誌
２
０
２
０
年
12
月
号
で
既
報
）

発
表
会
の
席
上
、
諸
官
庁
を
代
表
し
て
本

郷
浩
二
林
野
庁
長
官
が
、「
森
林
林
業
は
先
人

の
ご
苦
労
で
植
え
た
木
が
大
き
く
な
っ
た
。
こ

れ
を
地
域
資
源
と
し
て
地
域
再
生
、
国
民
の
為

に
活
か
し
て
使
い
た
い
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
大
き
な

理
念
は
産
業
、
環
境
、
社
会
の
３
つ
を
持
続
す

る
こ
と
。
日
本
の
山
村
が
持
続
し
て
生
き
ら
れ

る
場
と
な
る
よ
う
、
要
望
団
体
の
取
り
組
み
を

続
け
て
頂
き
た
い
。
各
省
庁
の
ご
協
力
と
議
員

連
盟
に
も
引
き
続
き
ご
指
導
願
い
た
い
」
と
挨

拶
。
ま
た
、
衛
藤
会
長
の
指
名
に
よ
り
自
由
民

主
党
の
衆
議
院
議
員
・
塩
谷
立
農
村
水
産
戦
略

調
査
会
長
も
当
該
協
議
会
の
要
望
書
に
対
し
て
、

政
府
と
し
て
取
り
組
む
旨
の
挨
拶
を
行
な
っ
た
。

さ
て
、
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
推
進
協
議
会
に

よ
る
要
望
発
表
は
日
本
合
板
商
業
組
合
、
木
材

産
業
要
望
活
動
団
体
、（
一
社
）
都
市
防
災
不

燃
化
協
会
、日
高
機
械
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
、

㈱
吉
本
、
㈱
日
本
の
窓
、
㈱
東
京
組
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、
海
の
森
づ
く
り
推
進
協

会
、
澤
田
雅
之
技
術
士
事
務
所
、
日
本
技
術
振

興
会
等
よ
り
順
次
要
望
発
表
さ
れ
、
続
く
そ
の

席
上
で
各
省
庁
の
担
当
官
か
ら
要
望
に
対
す
る

回
答
が
説
明
さ
れ
、
最
後
に
林
野
庁
木
材
産
業

課
の
眞
城
英
一
課
長
が
応
答
を
締
め
括
っ
た
。

各
省
庁
か
ら
の
回
答
書
は
、
▼
ス
ポ
ー
ツ

庁
Ｐ
１
▼
経
産
省
Ｐ
２
〜
８
▼
航
空
局
Ｐ
９
▼

国
土
交
通
省
官
庁
営
繕
部
Ｐ
10
▼
住
宅
局
Ｐ
11

〜
13
▼
内
閣
官
房
オ
リ
パ
ラ
事
務
局
Ｐ
14
▼
農

林
水
産
省
Ｐ
15
〜
35
▼
文
部
科
学
省
初
等
中
等

教
育
局
Ｐ
36
▼
防
衛
省
Ｐ
37
〜
39
と
39
頁
に
も

及
ぶ
内
容
で
、
そ
の
概
要
を
要
望
者
、
要
望
内

容
、
回
答
の
順
に
示
す
。

■
日
本
合
板
商
業
組
合
（
要
望
）

・
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
非
住
宅
及
び
木
塀
に
対
す

る
補
助
事
業
を
、
合
法
伐
採
木
材
の
利
用
条

件
付
き
で
引
き
続
き
継
続
す
る
こ
と
。

（
回
答
）【
林
野
庁
木
材
産
業
課
】【
林
野
庁

木
材
利
用
課
】

①
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
非
住
宅
及
び
木
塀
に

対
す
る
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度

補
正
予
算
に
お
い
て
、
合
法
木
材
の
利
用
に
つ

い
て
の
要
件
を
設
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

②
引
き
続
き
、
非
住
宅
分
野
等
の
外
構
部

も
含
め
た
木
造
・
木
質
化
を
推
進
す
る
た
め
、

必
要
な
予
算
の
確
保
に
努
め
、
合
法
木
材
の
利

用
を
継
続
し
て
ま
い
り
た
い
。

■
カ
リ
モ
ク
家
具
株
式
会
社
（
要
望
）

・
地
域
材
の
利
用
を
進
め
る
た
め
に
、
地
域
材

の
材
質
、
と
く
に
含
水
率
の
情
報
に
つ
い

て
行
政
と
し
て
責
任
を
持
っ
て
対
応
す
る

こ
と
。

（
回
答
）【
林
野
庁
木
材
産
業
課
】

　

①
地
域
材
を
利
用
す
る
事
業
者
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
、
製
材
の
含
水
率
と
い
っ
た
情
報

を
伝
え
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

②
造
作
用
製
材
、
広
葉
樹
製
材
の
Ｊ
Ａ
Ｓ

規
格
に
お
い
て
は
、
含
水
率
等
の
品
質
を
規
定

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
に
基
づ
い

て
含
水
率
表
示
等
が
な
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
Ｓ
格
付
製

品
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
一
般
社
団
法
人
都
市
防
災
不
燃
化
協

会
（
要
望
）

・（
一
社
）
都
市
防
災
不
燃
化
協
会
や
関
連
研

究
機
関
や
業
界
と
の
協
力
の
上
、「
難
燃
薬

剤
処
理
木
質
材
料
の
製
品
Ｊ
Ａ
Ｓ
」
の
公

示
を
追
加
す
る
こ
と
。

（
回
答
）【
林
野
庁
木
材
産
業
課
】【
農
林
水

産
省 

食
料
産
業
局
食
品
製
造
課
】

　

①
都
市
部
に
お
け
る
木
材
需
要
の
拡
大

に
向
け
、
木
質
建
築
資
材
の
難
燃
化
は
重
要
と

考
え
て
い
る
。

②
農
林
水
産
省
と
（
独
）
農
林
水
産
消
費

安
全
技
術
セ
ン
タ
ー
（
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
）
で
民
間

提
案
に
よ
る
新
た
な
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
提
案
を
随
時
受

け
付
け
て
お
り
、
難
燃
薬
剤
処
理
木
質
製
品
の

Ｊ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て
も
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
を
所
管
し
て
い

る
食
料
産
業
局
食
品
製
造
課
基
準
認
証
室
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
の
「
Ｊ
Ａ
Ｓ
申
出
相
談
窓
口
」

に
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

■
木
の
総
合
文
化
（
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
）

を
推
進
す
る
議
員
連
盟
／
日
高
機
械

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社（
要
望
）

・
日
本
産
材
活
用
の
為
、
国
産
の
木
材
加
工
機

械
開
発
を
促
進
す
る
施
策

（
回
答
）【
製
造
産
業
局　

産
業
機
械
課
】

①
経
済
産
業
省
と
し
て
は
、
中
小
企
業
者

等
が
行
な
う
革
新
的
な
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
開
発

や
生
産
プ
ロ
セ
ス
改
善
等
の
た
め
の
設
備
投
資

等
を
支
援
す
る
「
も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
生
産
性
向
上
促
進
補
助
金
（
も
の
づ
く
り

補
助
金
）」
を
措
置
し
て
い
る
。

②
こ
の
補
助
金
は
、
木
材
加
工
機
械
メ
ー

カ
ー
が
新
た
に
取
り
組
む
機
械
の
試
作
品
開
発

や
生
産
プ
ロ
セ
ス
改
善
な
ど
に
活
用
す
る
こ
と

が
可
能
。

③
こ
う
し
た
施
策
を
通
じ
て
、
引
き
続
き
、

我
が
国
の
木
材
加
工
機
械
製
造
メ
ー
カ
ー
の
開

発
促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

■
㈱
日
本
の
窓
、
㈱
東
京
組　
防
音
工

事
の
外
部
に
面
す
る
窓
に
使
用
す
る

材
料
の
改
訂
要
求
に
つ
い
て
国
土
交

通
省
へ
の
要
望

　
〈
防
音
用
窓
サ
ッ
シ
の
改
訂
要
求
〉

・
航
空
局
の
騒
音
対
策
と
し
て
「
学
校
等
公
共

施
設
」、「
民
家
」
の
防
音
工
事
に
対
し
て

建
具
の
窓
サ
ッ
シ
に
対
す
る
補
助
金
制
度

が
あ
り
ま
す
が
、
ア
ル
ミ
製
か
樹
脂
製
サ
ッ

シ
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で
同
性
能
を
有

す
る
木
製
窓
も
追
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
回
答
）【
国
土
交
通
省
航
空
局
空
港
業
務

課
】①

今
回
の
ご
要
望
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
技

術
進
歩
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て

い
く
観
点
か
ら
も
、
今
後
、
必
要
な
防
音
性
能

が
確
保
で
き
る
こ
と
を
前
提
に
、
素
材
に
関
わ

ら
ず
使
用
可
能
と
す
る
よ
う
建
具
仕
様
の
改
訂

を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

■
株
式
会
社
吉
本
（
要
望
）

・
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
対
応
し
、
国
有
林
野
よ

木
材
産
業
界
「
要
望
書
」
に
対
す
る

各
省
庁
か
ら
の
回
答
概
要

（
一
社
）
木
の
総
合
文
化
・
ウ
ッ
ド
レ
ガ
シ
ー
推
進
協
議
会
の

第
４
回
要
望
活
動
発
表
会
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り
、
生
産
事
業
か
ら
造
林
事
業
へ
の
発
注

の
切
替
を
行
な
う
こ
と
。

（
回
答
）【
林
野
庁
業
務
課
】

①
国
有
林
に
お
い
て
は
、
学
識
経
験
者
等

か
ら
な
る
国
有
林
材
供
給
調
整
検
討
委
員
会
を

各
森
林
管
理
局
に
設
置
し
、
地
域
の
木
材
需
要

が
急
激
に
増
減
し
た
場
合
に
供
給
調
整
機
能
を

発
揮
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
る
木
材
需
要
の
落
ち
込
み
を
踏
ま
え
た
供

給
調
整
に
つ
い
て
も
、
同
検
討
委
員
会
の
意
見

等
を
踏
ま
え
て
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

②
各
森
林
管
理
局
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
検

討
委
員
会
で
の
報
告
を
踏
ま
え
、

❶
契
約
済
み
立
木
販
売
の
搬
出
期
間
の
延

長
（
全
局
）

❷
当
年
度
計
画
し
て
い
る
立
木
販
売
の
一

部
に
つ
い
て
公
告
延
期
（
北
海
道
、
東
北
、
関

東
、
九
州
）

❸
原
木
生
産
を
伴
わ
な
い
森
林
整
備
事
業

へ
の
振
替
（
東
北
、
関
東
）
の
措
置
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

③
今
後
と
も
地
域
に
お
け
る
木
材
需
給
の

状
況
を
見
極
め
つ
つ
、
同
委
員
会
の
意
見
を
十

分
聴
き
な
が
ら
最
適
な
対
応
と
な
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
た
い
。

■
木
材
産
業
要
望
活
動
団
体
（
要
望
）

・「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」
の
延
長
、
支
援
規

模
の
充
実

（
回
答
）【
中
小
企
業
庁　

経
営
支
援
部　

技
術
・
経
営
革
新
課
】

①
新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
や
生
産
プ
ロ

セ
ス
改
善
の
た
め
の
設
備
投
資
等
を
行
な
う
中

小
企
業
を
支
援
す
る
「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」

で
は
、
通
年
で
公
募
を
実
施
し
て
い
る
。

②
さ
ら
に
、
本
事
業
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
乗
り
越
え
る
た
め

に
前
向
き
な
投
資
を
行
な
う
事
業
者
に
対
し

て
、補
助
率
を
引
き
上
げ
て
支
援
す
る「
特
別

枠
」
を
設
け
、
非
対
面
型
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
ヘ

の
転
換
や
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
に
取
り
組

む
場
合
に
は
、
補
助
率
を
従
来
の
１
／
２
か
ら

最
大
３
／
４
に
ま
で
拡
充
し
て
い
る
。

③
今
後
と
も
、
事
業
者
等
の
要
望
に
も
耳

を
傾
け
、
使
い
勝
手
の
良
い
制
度
に
な
る
よ
う

改
善
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
。

・「
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
」
の
延
長
並
び

に
助
成
の
一
層
の
充
実

（
回
答
）【
中
小
企
業
庁　

事
業
環
境
部　

財
務
課
】

①
日
本
の
成
長
力
を
底
上
げ
す
る
た
め
に

は
、
日
木
経
済
の
屋
台
骨
を
担
う
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
生
産
性
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
不
可
欠
。

②
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
企
業
の
設
備
投
資
は
一
部

に
先
送
り
の
動
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
も
、
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
積
極
的
な
設
備
投
資
を
促
し
、

中
小
企
業
の
生
産
性
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
。

③
ご
要
望
い
た
だ
い
て
い
る
中
小
企
業
投

資
促
進
税
制
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
末
（
令
和

２
年
度
末
）
で
適
用
期
限
を
迎
え
る
た
め
、
適

用
期
限
の
延
長
要
望
を
行
な
っ
て
お
り
、
必
要

な
対
応
を
適
切
に
行
な
っ
て
ま
い
り
た
い
。

■
特
定
非
営
利
活
動
法
人　
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
（
要
望
）

・
治
山
治
水
の
観
点
か
ら
も
、
市
町
村
単
位
を

超
え
た
流
域
単
位
の
森
林
管
理
を
検
討
す

る
こ
と
。

（
回
答
）【
林
野
庁
計
画
課
】

①
御
指
摘
の
と
お
り
、
近
年
、
集
中
豪
雨

等
に
よ
る
大
規
模
な
山
腹
崩
壊
や
土
石
流
、
流

木
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

事
前
防
災
・
減
災
に
向
け
た
森
林
整
備
・
治
山

対
策
を
流
域
単
位
で
進
め
る
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

②
こ
の
た
め
、
林
野
庁
で
は
、
河
川
上
流

域
等
で
の
森
林
に
お
い
て
、

❶
都
道
府
県
が
市
町
村
単
位
を
超
え
流
域

単
位
で
樹
立
す
る
地
域
森
林
計
画
の
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
適
切
な
森
林
施
業
の
指
針
を
基
本

と
し
つ
つ
、

❷
山
腹
崩
壊
、
荒
廃
し
た
渓
流
の
復
旧
・

整
備
や
流
木
を
捕
捉
す
る
た
め
の
治
山
施
設
の

設
置
等
に
よ
り
保
安
林
の
保
全
等
を
図
る
治
山

事
業
や
、

❸
森
林
所
有
者
等
が
行
な
う
間
伐
や
再
造

林
を
支
援
し
、
健
全
な
森
林
の
育
成
を
図
る
森

林
整
備
事
業
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

③
こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
っ
て
、
森
林
の
有

す
る
国
土
保
全
や
水
源
か
ん
養
等
の
公
益
的
機

能
の
維
持
・
向
上
を
図
り
、
河
川
上
流
域
に
お

け
る
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
。

■
澤
田
雅
之
技
術
士
事
務
所
（
要
望
）

・「
公
共
工
事
の
発
注
」
に
当
た
り
、
法
体
系

上
の
何
処
に
も
根
拠
の
無
い
「
仕
様
発
注
」

に
拘
り
続
け
て
い
る
の
は
大
き
な
弊
害

（
回
答
）【
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
官
庁
営

繕
部
】【
整
備
課
木
材
利
用
推
進
室
】

①
国
土
交
通
省
の
直
轄
営
繕
工
事
の
多
く

は
、
中
小
規
模
の
事
務
庁
舎
で
あ
り
、
標
準
的

な
技
術
で
仕
様
を
確
定
で
き
、
ま
た
、
民
間
に

よ
る
創
意
工
夫
の
余
地
が
小
さ
い
た
め
、
発
注

者
側
で
作
成
し
た
仕
様
書
、
設
計
書
等
に
よ
っ

て
適
正
な
予
定
価
格
を
設
定
し
て
競
争
入
札
に

付
す
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
大
規
模
な
庁
舎
な
ど
を
整
備
す
る

際
に
は
、
民
間
の
創
意
工
夫
の
余
地
が
大
き
い

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
し

て
業
務
要
求
水
準
書
を
満
足
す
る
よ
う
な
施
設

整
備
を
行
な
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
工
事
の
内
容
等
に
応
じ
た
適

切
な
入
札
契
約
方
式
の
選
択
・
活
用
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

■
海
の
森
づ
く
り
推
進
協
会
（
要
望
）

・
地
球
温
暖
化
対
策
に
資
す
る
藻
場
の
造
成
と

複
合
養
殖
の
推
進
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
。

（
回
答
）【
水
産
庁
】

①
水
産
庁
で
は
、平
成
28
年
１
月
に
「
藻
場
・

干
潟
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
、ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

が
一
体
と
な
っ
た
広
域
的
対
策
の
実
施
な
ど
、

藻
場
・
干
潟
の
安
全
・
創
造
に
向
け
た
行
動
計

画
の
策
定
指
針
を
示
し
、
各
県
の
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

②
ま
た
、
平
成
19
年
に
漁
業
者
自
ら
が
主

体
と
な
っ
て
藻
場
の
回
復
を
計
画
・
実
行
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
「
磯
焼
け
対
策
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
を
策
定
し
て
お
り
、
今
年
度
、
藻
場
の

持
続
可
能
な
維
持
管
理
体
制
や
「
藻
場
・
干
潟

ビ
ジ
ョ
ン
」
の
考
え
方
等
の
新
た
な
知
見
を
加

味
し
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
作
業
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

③
さ
ら
に
、
水
産
基
盤
整
備
事
業
に
よ
る

藻
場
造
成
や
、
交
付
金
事
業
（
水
産
多
面
的
機

能
発
揮
対
策
事
業
）
に
よ
る
、
漁
業
者
等
が
行

な
う
藻
場
保
全
の
取
り
組
み
へ
の
支
援
に
よ

り
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
磯
焼
け
対
策

へ
の
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

④
加
え
て
、
試
験
研
究
機
関
や
、
地
方
公

共
団
体
、
漁
協
等
が
参
画
す
る
「
磯
焼
け
対
策

全
国
協
議
会
」
を
毎
年
開
催
し
、
国
や
各
地
域

に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報
共
有
等
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
関
係
者
の
幅
広
い
参
画
と

連
携
に
よ
る
磯
焼
け
対
策
の
強
化
を
推
進
し
て

い
る
。
―
―
以
上

17




